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20期生 

卒業制作に卒業式で着る袴を作ることに 

首都圏の私立大学４年生になった女子学生 

大学生活もあと残り 1 年になりました。３年生の後期は、コロナの影響がまだあり、

オンラインで講義を視聴することが大半で、更に大学に行くことが減りました。これま

では大学で講義を聞いて学ぶことが中心でしたが、オンラインの授業になると、毎回課

題の提出が必須となり、今までより大変になりました。 

３年生の後期には、刺繍の授業を履修しました。課題を家に持ち帰ることができない

ため、授業内で終わらせる必要があったため大変でした。しかし、大変だった分、楽し

むこともできました。刺繍をやるのは初めてであり、たくさん学ぶことができました。

刺繍にも種類がたくさんあることを知り、その中でも“絽刺し”という、生地に直線で

針を刺していくものがとても興味深かったです。 

今年度前期から、卒業制作が始まります。３年生の後期に、所属するゼミを決めまし

た。私は「和服裁縫」のゼミに決め、卒業式式服の袴を作ることになりました。自分の

卒業式の日に着ることができるように頑張りたいと思います。また、時間があれば授業

で学んだ刺繍も取り入れたいと思います。 

 最近はまだまだコロナの影響が残り、子どもの室内遊技場のアルバイトに入れる回

数が減り、生活が苦しい時もありますが、あと少しの大学生活を有意義に過ごせるよ

う頑張りたいと思います。 

 

       規定の単位取得し、教育実習可能に 

関西の通信制大学の４年生になった女子学生 

大学３年生の１年間は、とても忙しい年でした。４年生になると教育実習へ行くの

ですが、教育実習へ行くためには３年生が終わるまでにある程度決められた数(87単

位)以上の単位を取得しなくてはなりません。３年生になり、勉強する内容はより専門

的になったためか、これまで以上に難しく、レポートや科目終了試験の合格に苦戦

し、簡単には単位は取れませんでした。何度も学習の計画を立て、毎月スクーリング

にも行き、何とか100単位を取得できたので、教育実習に行く資格が得られました。教

員免許取得と大学卒業への道が見えてきました。 

しかし、大学の勉強で忙しく、教員採用試験の勉強まで手をつけられなかったの



で、本来なら2021年度に受けるはずの教員採用試験は見送り、来年度に受けることに

しました。免許は取得見込みなので、とりあえず1年間は非正規雇用の講師という形で

学校に勤められたらと考えています。講師になれなかったらということも考えて、こ

の３月から就活も始めています。内々定を頂いて先に就活を終わらせてから、講師登

録をして声がかかるのを待つ予定です。 

思い返せば１年生の頃は、たった13単位しか取得できなかったのです。しかし、学

年が上がるにつれて、反省に反省をし、何度も学習の計画を練って勉学に励んだ結

果、１年間で50単位ほど取得できるようになり、自分で自分の成長を感じています。

去年はコロナが流行り、アルバイト先が休業になるなどして収入が減り、行きたかっ

た４月と５月のスクーリングをやむなく断念するなど、お金がないがために学校に行

けなかったという悔しい思いもしましたが、なんとかここまで辿り着くことができま

した。｢よくやった｣と自分を褒めると同時に、とても自信がついた年となりました。 

次はそろそろ自分の進路を決めなくてはなりません。学生ももうあと 1年で終わって

しまいます。恐らく勉強する機会はこの 1年で最後でしょうから、悔いが残らないよう、

たくさん勉強したいと思います。 

 

                 21期生 

1人暮らしに慣れたものの、防犯面で心配も 

東京都内の私立大学３年生になった女子学生 

コロナウイルス蔓延が始まって１年程が経過しました。大学は昨年、後期の授業が

一部対面形式に戻りましたが、それから直ぐに緊急事態宣言が発令されたので、また

オンライン形式に戻し、定期試験を受けることとなりました。対面形式で大学へ通っ

ていた間は、１年生の実習授業で購入したエタノールを学生が各自で持ち歩くことが

推奨されました。それを使い、教室や食堂の机を使用後に消毒することが当たり前と

なりました。食堂では席ごとにアクリル板が置かれました。室内での授業中は窓やド

アを開け、換気が行われていました。 

動物飼育の実習では、前期がほとんどオンライン形式でしたが、後期に入り動物に

触れたり見たり、道具を触ったりすることで、実際に触れる重要さを改めて感じまし

た。授業がオンライン形式になり、時間を有効に使うことができるようになったた

め、今年度は多くの時間をアルバイトに割くことができました。自分よりも後にアル

バイトに入ってきた高校生に仕事を教えることもありました。緊張もしましたが、今

までに色んなアルバイト先で出会ってきた心優しい先輩方を思い出し、倣いながら、

仕事を教えることができたと思います。ですが、自分が高校生だった時のアルバイト



先の大学生の先輩は今の自分よりもしっかりしていたと感じるので、自分ももっと 20

歳という自覚をもって生きていきたいと思いました。 

一人暮らしにも慣れ、安心できる場所となりました。ですが、既にクーリングオフ

はしましたが、新聞の定期購入のセールスに押し切られたり、後に通報しましたが、

在宅中に空き巣目的かは分かりませんが、知らない人間に玄関の鍵を開けられそうに

なったりしました。鍵を開けられそうになった際はその後の通報時に恐怖と安堵から

涙が出ました。そのため、防犯としてスタンガンと催涙スプレーを購入して持ち歩

き、玄関の鍵も小細工をしてから中に入ることを続けています。私よりも小柄な女性

はもっと不安で恐ろしく感じるのではないかと思います。防犯グッズを必ず準備して

から一人暮らしをしてほしいと感じました。 

新学期も勉学とアルバイトに励み、健康に気をつけて過ごしたいと思います。 

 

      ゼミもオンラインで 声が被って大変 

九州の私立大学３年生になった女子学生 

大学２年の秋学期は、遠隔での授業から対面の授業に変わり、学校に行って授業を同

じ空間で友人達と受けられるという嬉しさを改めて感じました。みんなの元気な姿に出

会えてよかったです。お昼ご飯も家で 1人ではなく、学校でみんなと楽しく食べたり出

来ました。これから前のような生活に戻っていけるのではと少しの期待を持ち始めてい

ましたが、徐々にコロナウイルスの感染者数が増えたことにより、また遠隔の授業に切

り替わってしまい、残念でした。ゼミ活動もズームで行うことになったのですが、10人

以上での話し合いのため声が被ってしまったり、タイミングが難しかったりして話し合

いがなかなか進まないようなこともありましたが、LINEを活用して意見をまとめたり、

進捗状況を伝えながら徐々に進めていくことが出来ました。３年生の春学期は対面授業

と遠隔授業の両方でやって行くことになったので、学校である授業が楽しみです。 

始めてもうすぐ２年目になるアルバイトでは、出来るようになったこともたくさんあ

りました。コロナの影響により始めたテイクアウトも最初の頃は店内で食べるお客様の

対応をしながらお持ち帰りの準備をするのにとても大変でしたが、時間を見ながら最初

に用意出来るものはしておいたり、優先順位を考えたりしながら出来るようになってき

たので、スムーズに提供出来るようになってきたことが嬉しいです。また、新しく入っ

てきた人達に仕事の説明をするようになってきたのですが、分かりやすく説明したり、

重要な事から教えたりなど、考えながら説明していく必要があるため、教えながら自分

の仕事をして行くのは大変だなと心から思いました。仕事に行く前に教えることを頭で

整理してから行くようにしています。もっと出来ることが増えるように頑張ろうと思い

ます。 

春休みには友人達と車で隣の県の遊園地に行きました。久しぶりにみんなとのお出か



けで楽しかったです。夜の運転は眠気との戦いでしたが、人生初のバンジージャンプも

していい経験が出来たと思います。 

 

生体分子研究室に配属 人見知りで人間関係築くのが不安 

関西の私立大学３年生になった女子学生 

２年次後期も、前期に引き続きコロナの影響でオンライン授業となりました。成績面

では単位を落とすこともなく、無事に２年次を修了することができました。オンライン

授業であることで、感染リスクは下げられますが、友達に会えないなどの環境ストレス

はありました。ただ単位はとりやすかったので良かったです。２年次後期は希望者が実

験に参加できる学生実験に１、２回参加し、研究室の話を伺ったりしました。また、２

年次後期には研究室分属がありました。私は、ＩＰＳ細胞などの研究をする動物発生工

学研究室に入りたかったのですが、その研究室のみ倍率が高く、私は入ることができま

せんでした。生体分子研究室というところに配属となりました。３月に一度だけ研究室

の先生と面談をしました。その先生たちとは１年、２年のとき、授業で数回関わること

がありました。初めて対面で話をしましたが、とても優しそうな感じがして雰囲気が良

かったです。同じ研究室のメンバーも半分ほどはかかわりのある人だったので良かった

です。でも私は人見知りなので、新しい人間関係を築くことがなかなか難しいので少し

不安ではあります。３年になると研究室の院生や先輩との交流も大切になるので、コミ

ュニケーション能力を高めたいなと思いました。 

３月に 20歳になりました。もともとは児童福祉施設に住んでいましたが、20歳はも

う出ていかないといけなかったので、３月からは一人暮らしを始めました。今まで 10

年間施設で生活をしていたので、いきなり１人になったので、自由の反面、自己責任な

どをしっかりしないといけないので、ちゃんと自給自足ができるようになろうと思いま

した。施設の規則などが厳しく、制限されることが多かったので、自由になってとても

うれしく感じます。ですが、収支などの計算も自分でしっかりしないといけないし、４

月から学校も対面で再開されるので、早く一人暮らしに慣れたいと思います。新学期も

単位取得などを頑張ります。 

 


